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第１章 総 則 

第１節 目的 
 

この計画は、水防法（昭和 24 年法律第 193 号。以下｢法｣という。）第４条の規定に基づ

き、北海道知事から指定された指定水防管理団体である標津町が、同法第 32 条の規定に基

づき、標津町の地域にかかる河川、湖沼の洪水その他による水災を警戒し、防御し、及び

これによる被害を軽減することを目的とする。 

 

第２節 水防責任の大綱 

 

法に定める水防に関係ある機関及び一般住民等の水防上の責任の大綱は、次のとおりと

する。 

 １．水防管理団体（標津町）責任 

水防管理団体（標津町）は、法第３条の規定により、標津町区域における水防を十

分に果たすべき責任を有する。 

 ２．根室北部消防事務組合 

法及びこれに基づく水防計画の定めるところに従い、消防機関の出動等、水災時の

応急対策を実施すること。 

 ３．釧路開発建設部 

(1) 洪水等による危険が切迫した場合において、水災を防御し、又はこれによる被害

を軽減する措置をとること。 

 ４．釧路地方気象台 

水防活動気象注意報及び水防活動用気象警報を発表すること。 

 ５．北海道 

(1) 根室支庁 

ア 根室支庁は、水防管理団体が行う水防が十分に効果を発揮するよう指導に努め

ること。 

イ 根室支庁長は、法第 16 条第３項の規定により、水防警報を水防管理者に通知

すること。 

ウ 釧路地方気象台が気象の状況により、洪水等のおそれがあると認め、発表する

気象警報等を水防管理者に通知すること。 

エ 根室支庁は洪水のおそれがあると認め、釧路開発建設部が釧路地方気象台と共
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同して発表する通知を水防管理者に通知すること。 

(2) 釧路土木現業所 

道の所管する雨量・水位観測所において、観測した雨量・水位を必要に応じ、水

防管理者に通知すること。 

 ６．中標津警察署 

(1) 水災等の情報の収集、人心安定のための広報活動の実施及び水防活動用予警報の

伝達について協力を行うこと。 

(2) 危険区域居住者等の避難誘導、被害者の救助等について協力を行うこと。 

(3) 水防時における水防活動用車両の優先通行の確保、交通秩序の維持、各種犯罪の

予防取締を行うこと。 

 ７．居住者等の水防義務 

法第 24 条の規定に基づき、標津町の区域内に居住する者及び水防の現場にある者は、

水防管理者又は消防機関の長から水防に従事することを要請されたときは、これに協

力しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 水防組織 

－ 3 － 

第２章 水防組織 

第１節 標津町の組織 

１ 町の組織 

(1) 町は、洪水、その他による水災の発生、又は発生するおそれのあるときは標津町

災害対策本部条例（昭和 38 年標津町条例第 21 号）の定めるところに準じ、水防本

部により水防に関する事務を処理するものとする。 

 なお、水防本部の組織は、別表１のとおりである。また、水防本部の所掌事務は、

町地域防災計画災害対策本部の業務分担を準用する。 

(2) 町に災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第 23 条の規定に基づく災害対策

本部が設置されたときは、水防に関する事務は災害対策本部において行うものとす

る。 

(3) 状況等により水防本部設置に至らない段階での水防に関する事務は、町地域防災

計画に定める「第２非常配備（連絡本部設置）」体制によりこれを行うものとする。 

 

２ 消防機関の組織 

  消防機関の組織は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標 津 消 防 署

署 長

組 合 長

根室北部消防事務組合

団 長 

標 津 消 防 団 

副団長 

警防課 管理課

第
１
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３
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警
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Ⅰ
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警

防

Ⅱ
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練
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救

急
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３ 消防機関の水防分担区域 

消防機関の水防分担区域は、次に定めるとおりとする。ただし、分担区域以外であ

っても消防機関の長が必要と認め指示したときは直ちに出動し、現地水防活動に当る

ものとする。 

分 担 区 域 河川名 消 防 機 関 

北７条東１丁目 標津川（右岸） 標津消防署及び標津消防団第１分団 

北８条東１丁目 標津川（左岸） 標津消防署及び標津消防団第１分団 

北７条西１丁目～標津 標津川（右岸） 標津消防署及び標津消防団第１分団 

北８条西１丁目～標津 標津川（左岸） 標津消防署及び標津消防団第１分団 

南川北 ウラップ川 標津消防署及び標津消防団第３分団 

薫別 薫別川 標津消防署及び標津消防団第２分団 

 

別表１ 標津町水防本部の組織図 

< 班 名 > < 班  長 > 

総 務 班 総務課長 

企 画 政 策 班 企画政策課長 

（ 本 部 長 ） 

 

町 長 

税 務 班 税務課長   

福 祉 班 福祉課長 

住 民 生 活 班 住民生活課長 

（ 副 本 部 長 ） 

 

副 町 長 

 農 林 水 産 班 農林水産課長 

商 工 観 光 班 商工観光課長 

本 部 員 会 議 
建 設 水 道 班 建設水道課長 

  

管理課長 
教 育 文 教 班

生涯学習課長 

事務長 
医 療 班

副院長 

監査委員会事務局長 

農業委員会事務局長 

議会事務局長 

一部事務組合事務局長 

（ 構 成 員 ） 

 

町 長 

 

副 町 長 

 

教 育 長 

 

病 院 長 

 

各 班 長 

支 援 班

会計管理者（出納室長） 

災害対策連絡員 根 室 北 部 消 防 事 務 組 合



第２章 水防組織 

－ 5 － 

第２節 隣接町水防管理団体、警察署及び自衛隊と

の協力応援 

１ 隣接町水防管理団体との協力応援 

法第 23 条の規定に基づく隣接町水防管理団体との協力応援系統は、次のとおりとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 警察署との協力応援 

警察に対し、水防管理者又は消防機関の長が協力応援を求めるときの法に規定され

ている事項は、次のとおりである。 

(1)  警察通信施設の使用           法第 27 条第２項 

(2)  警戒区域の監視             法第 21 条第２項 

(3)  警察官の出動              法第 22 条 

(4)  避難、立ち退きの場合における措置    法第 29 条 

 

３ 自衛隊の派遣要請依頼 

自衛隊の派遣要請依頼は、「標津町地域防災計画」第４章第２節第 28 に基づき根室

支庁長に対して要請依頼を行う。 

 

 

 

 

中標津町水防管理団体 

℡ 0153-73-3111 

別海町水防管理団体 

℡ 0153-75-2111 

羅臼町水防管理団体 

℡ 0153-87-2111 

標津町水防管理団体 

斜里町水防管理団体 

℡ 0152-23-3131 
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第３章 重要水防区域の指定 

第１節 重要水防区域の指定 
 

本町の区域内の河川で重要水防区域は、次のとおりである。 

 

重要水防区域 予想される被害 

地区名 水系名 河川名 位置 
重要水防
区域延長
(ｋｍ)

災害
の 
要因

住家 
(戸) 

公共 
施設 
(棟) 

道路
備考

北７条東

１丁目 
標津川 標津川（右岸） 標津川河口～標津大橋 0.15 溢水     

北８条東

１丁目 
標津川 標津川（左岸） 標津川河口～標津大橋 0.15 溢水     

北７条西

１丁目 
標津川 標津川（右岸） 標津大橋～サーモン橋 1.80 溢水    樋門

北８条西

１丁目 
標津川 標津川（左岸） 標津大橋～サーモン橋 1.80 溢水    樋門

南川北 標津川 
ウラップ川 

（右岸） 

武佐川合流点～0.6ｋｍ

上流 
0.60 溢水     

南川北 標津川 
ウラップ川 

（左岸） 
武佐川合流点～浦布橋 1.50 溢水     

 

 

第２節 水防施設等 

 １．水位、雨量観測所等 

本町の区域内に設置された水位、雨量観測所は次のとおりであるが、迅速かつ的確

な水防活動を行うため、相当の雨量があると認めたときは、釧路開発建設部釧路河川

事務所雨量・水位観測所、釧路土木現業所中標津出張所と連絡をとり、その状況を把

握しておくものとする。 

 

 (1)  水位観測所（北海道開発局） 

水系名 河川名 観測所名 
水 防 団
待機水位
ｍ 

は ん 濫
注意水位
ｍ 

避難判断
水位 
ｍ 

は ん 濫
危険水位
ｍ 

標津川 標津川 
武佐川合流点

観測所 
5.32 6.03 6.53 6.93 
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(2)  雨量観測所（北海道開発局） 

水系名 河川名 観測所名 位置 種 類 

標津川 武佐川 川北 標津町川北 自＋テレ 

  

 ２．水防資機材の備蓄 

水防作業の実施に伴う水防資機材の備蓄は、下記のとおりである。なお、消耗資材

については町が保有するもののほか、必要に応じ発注調達するものとする。 

 

(1)  水防倉庫・水防資器材 

設 置 場 所 所 在 地 資器材名 

標津町防災用備蓄倉庫 標津町南１条西６丁目 

土のう（4,000 袋）、照明灯（９組）、ボ

ート（１隻）、発電機（11 台）、ポンプ

（６台） 

釧 路 河 川 事 務 所 

標 津 監 督 員 詰 所 

（釧路開発建設部） 

標津町字川北市街 

土のう（1,700 袋）、ゴムボート（２隻）、

投光器（３台）、カケヤ（１丁）、発電

機（１台）、１輪車（１台）、スコップ

（21 個）、大型土のう（90 袋）、ブルー

シート（3.6×5.4：100 枚） 

 

(2)  水防資機材の民間調達可能状況 

調 達 先 住 所 電話番号 調達できる資材 

    

    

 

 ３．水防用土砂の堆積 

水防管理者は、水災に備え土砂採石場を調査し、又は土砂を必要な場所に堆積し、

水防活動に必要な土砂を確保するものとする。 
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第４章 通信連絡 

第１節 町の通信施設 
水災時における災害情報及び被害報告等の通信方法並びに災害通信系統は、「標津町地域

防災計画」第４章第２節第１「災害情報通信計画」及び第２「災害広報計画」に定めると

ころによる。 

 

第２節 公衆通信施設等 
水防管理者は、消防機関の長又はこれらの命を受けた者は、水災時の水防通信において

は、町の通信施設を基本的に使用するものであるが、水防上緊急を要する場合には、法第

27 条第２項の規定により、公衆通信施設の優先利用又は専用通信施設の使用を求めるもの

とする。 

 

第３節 雨量、水位観測所の通信系統 
雨量、水位観測の通信系統は、次のとおりである。 

【水位観測所及び通報系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 海 道

釧路地方気象台

北 海 道 開 発 局 

北海道警察釧路方面本部 

釧路土木現業所中標津出張所 

根 室 支 庁 標 津 町 釧 路開発建設部 

治 水 課 

釧 路開発建設部 

釧 路河川事務所 

事業所指定連絡員 

１．三本木樋門   ２．標津橋樋門 

３．市街樋門    ４．古道樋門 

５．茶志骨樋門   ６．標津川合流点樋門

７．シュラ樋門   ８．ウラップ樋門 

９．イロンネ樋門  10．大排水樋門 

11．大西樋門    12．俵橋樋門 

雨量        （85-2029） 

釧路河川事務所 

標津監督員詰所構内設置 

川北（Ａ級） 

水位        （82-1171） 

   標津町武佐川合流点 

   はん濫注意水位 4.80ｍ 

   指定水位   4.30ｍ 

合流点（Ａ級） 

水位         

   標津町三本木標津川河口 

   はん濫注意水位 1.60ｍ 

   指定水位   1.20ｍ 

河口（Ｂ級） 
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関係機関 電話番号等 

標津町水防管理者 住民生活課 
℡ 0153-82-2131 
Fax 0153-82-3011 

釧路開発建設部 ℡ 0154-24-7000 
釧路河川事務所 ℡ 0154-38-8300 
釧路土木現業所 ℡ 0154-23-6111 
標津消防署 ℡ 0153-82-2319 

 

 

第４節 気象等通信計画 

 １．水防活動用気象予警報 

水防管理者及び水防に関係ある機関は、常に気象の状況に注意するとともに、釧路

地方気象台及び北海道開発局から発表される次の水防活動用の各種予報及び警報の処

理に遺漏のないようにしなければならない。また、河川情報の収集については、独自

に雨量、水位等の情報収集に努めることとする。 

 

【水防活動用予警報の種類】 

 種  類 発表機関 摘  要 

気象予警報 

(水防法第 10 条第１

項及び気象業務法(昭

和27年法律第165号)

第 14 条の２第１項) 

大雨注意報・大雨

警報 

洪水注意報・洪水

警報 

釧路地方気象台 

水防活動用として特に発表

されるものではなく、一般

向け注意報及び警報に含め

て発表される。 

 

【水防警報の種類、内容及び発表基準】 

警 報 内  容 発 表 基 準 

待 機 不意の出水あるいは水位の再上昇等が予想さ

れる場合に状況に応じて直ちに出動できるよう

に待機する必要がある旨を警告するもの。 

水防機関の出動期間が長引くような場合に出

動人員を減らしてもさしつかえないが、水防活

動をやめることはできない旨を警告するもの。

気象予、警報等及び河川状況

により、特に必要と認めると

き。 

準 備 水防に関する情報連絡、水防資器材の整備、

水門機能等の点検、通信及び輸送の確保等に努

めるとともに、水防機関に出動の準備をさせる

必要がある旨を警告するもの。 

雨量、水位、流量その他の河

川状況により必要と認めると

き。 

出 動 水防機関が出動する必要がある旨を警告する

もの。 

河川はん濫注意報等により、

または水位、流量等その他の河
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警 報 内  容 発 表 基 準 

川状況により警戒水位に達し

なお上昇の恐れがあるとき。 

指 示 水位、滞水時間その他水防活動上必要な状況

を明示するとともに、越水（堤防から水があふ

れる）、漏水、堤防の法崩れ、亀裂、その他河川

状況により警戒を必要とする事項を指摘して警

告するもの。 

河川はん濫警報等により、ま

たは、既にはん濫注意水位を越

え災害のおそれがあるとき。 

解 除 水防活動を必要とする出水状況が解消した

旨、及び当該基準水位観測所名による一連の警

報を解除する旨を通告するもの。 

はん濫注意水位以下に下降

したとき、または警戒水位以上

であっても水防作業を必要と

する河川状況が解消したと認

めるとき。 

 

 ２．水防活動用気象予警報等の伝達 

水防管理者は、水防活動用気象予警報の通知を受けたときは、次により伝達を行う

ものとする。 

 

【水防活動用気象予警報伝達系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．水防信号 

水防信号は、法第 20 条の規定により知事が定めたものを用いるものとし、その信号

は、次のとおりである。 

 

釧
路
地
方
気
象
台

（対策通報）
北海道 

（根室支庁 

地域政策課） 

ＮＴＴ東日本 

（警報標題のみ） 

NHK 釧路放送局 

標津消防署 
℡ 0153-82-2319 

中標津警察署 
℡ 0153-72-0110 

標津漁業協同組合 
℡ 0153-82-2141 

標津町商工会 
℡ 0153-82-2333 

標津郵便局 
℡ 0153-82-2001

住  民 

標津町 

水防管理者

（住民生活課）

標津町農業協同組合 
℡ 0153-85-2121 
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方法 

区分 
警鐘信号 サイレン信号 摘 要 

警戒信号 ●休止●休止 

 

●休止 

5－15  5－15  5－15 

秒 秒 秒 秒 秒 秒  

●－休止●－休止●－休止 

気象官署から洪水警報を受

けたとき又ははん濫注意水

位になったとき 

出動第１ 

信号 

●－●－● 

●－●－● 

●－●－● 

5－6   5－6   5－6 

秒 秒 秒 秒 秒 秒  

●－休止●－休止●－休止 

水防活動隊の全員出動信号

(消防機関及び水防団等) 

出動第２ 

信号 

●－●－●－● 

●－●－●－● 

●－●－●－● 

10－5  10－5  10－5 

秒 秒 秒 秒 秒 秒  

●－休止●－休止●－休止 

本町の区域内に居住する者

の出動信号 

危険信号 

(避難、立

ち退き) 

乱 打 

1－5   1－5   1－5 

分 秒 分 秒 分 秒  

●－休止●－休止●－休止 

必要と認める区域内の居住

者に避難のため立ち退きを

知らせる信号 

 

備考 １ 信号は、適宜の時間継続すること。 

   ２ 必要があれば、警鐘信号及びサイレン信号を併用することを妨げない。 

   ３ 危険が去ったときは、口頭伝達により周知させるものとする。 
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第５章 水防活動 

第１節 水防非常配備体制 

 １．町の非常配備体制 

町は、次による非常配備体制により水防業務を処理するものとする。なお、町災害

対策本部が設置されたときは、標津町地域防災計画に基づく非常配備体制により処理

するものとする。 

(1)  町の非常配備に関する基準 

標津町地域防災計画、第３章第１節第２「応急活動体制」に準ずるものとする。 

(2)  消防機関の非常配備基準 

体 制 参 集 基 準 活 動 内 容 消防職員の参集 

水防第１

非常体制 

○大雨・洪水警報

が発令された

時、又は災害の

発生が予想され

る時 

○情報の収集 

○本団・各分団長に、警報発令伝達

及び情報伝達(ＦＡＸ） 

○監視・警戒活動 

○消防職員及び消

防団員の一部を

招集し警戒にあ

たる。 

水防第２

非常体制 

○気象状況が悪化

した時、又は災

害が発生しこれ

を警戒防ぎょす

る必要がある時 

○情報の収集 

○河川及び低地の巡視警戒活動 

○災害発生箇所の対応 

○避難勧告による避難誘導（町災害

対策本部より要請） 

※災害対策 

○消防職員及び災

害の発生した地

区の消防団員を

全員招集するほ

か、必要に応じ

管轄外の消防団

員を召集する。

水防第３

非常体制 

○災害対策本部が

設置された時 

○水防第２体制の活動 

○災害の規模により根室北部消防

事務組合、各署へ対応要請 

○広域消防相互応援協定により応

援要請 

○北海道消防防災ヘリコプター出

動要請 

※災害対策 

○本団及び全分団

を召集する。 

※災害対策：①救急・救助 

②避難誘導 

③堤防の決壊の防ぎょ対策（土嚢積み等） 

④建物への浸水対策（消防車での浸水の汲み上げ等） 

 

 



第５章 水防活動 

－ 13 － 

 

第２節 監視及び警戒 

 １．常時監視 

水防管理者は、巡視担当を定め、担当水防区域内の河川等を巡視させるものとする。

巡視担当は、水防上危険であると認められる箇所を発見したときは、直ちに水防管理

者に報告するものとし、水防管理者は、当該河川等の管理者に連絡し必要な処置を求

めるものとする。地区別巡視担当は、次のとおりとする。 

 

位置 河川名 巡視担当 

標津川河口～標津大橋 標津川 建設水道課長 

標津大橋～サーモン橋 標津川 建設水道課長 

武佐川合流点～浦布橋 ウラップ川 建設水道課長 

 

 ２．非常監視及び警戒 

巡視担当は、水防管理者が非常配備を指令したときは、担当する水防区域内の巡視

を指示し、監視警戒を厳重に行い、異常を発見したときは、直ちに水防管理者に連絡

するものとする。 

(1)  監視警戒時の留意事項 

警戒にあたり、特に留意する事項は、次のとおりとする。 

ア 裏法で漏水又は飽水による亀裂及びがけ崩れ 

イ 表法で水当りの強い場所の亀裂及びがけ崩れ 

ウ 上端の亀裂又は沈下 

エ 堤防から水があふれる状況 

オ 水門の両袖又は底部より漏水と扉の締り具合 

カ 橋梁その他構造物と堤防の取り付け部分の異常 

(2)  通報連絡事項 

消防無線にて以下の事項について通報連絡の任務に当たるものとする。 

ア 潮位又は河川の水位の状況 

イ 水防施設物の異常の有無（水門等） 

ウ 道路・橋その他水防隊の出動に関係ある被害の状況 

エ その他必要と認められる事項 
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第３節 警戒区域 

 １．警戒区域の設定 

法第 21 条に基づき消防機関に属する者は、水防上緊急の必要がある場所に警戒区域

を設定し、水防関係者以外に対して、その区域への立入を禁止し、若しくは制限し、

又はその区域から退去を命ずることができるものとする。 

 

 ２．警察官の警戒区域の設定 

前項に定める場所において、消防機関に属する者がいないとき、又はこの者から要

求があったときは、警察官は消防機関に属する職権を行うことができるものとする。 

 

３．警戒区域設定の報告 

前各２項の警戒区域を設定した者は、直ちに水防管理者、消防機関の長及び警察署

長に報告するものとする。 

 

 

第４節 水防作業及び工法 
水防工法を必要とする異常事態が発生したときは、被害を未然に防止し、又は被害の拡

大を防ぐため、堤防の構造、流速、護岸の状態等を考慮して、最も適切な工法を選択し、

迅速的確に作業を実施するものとする。 

 

 

第５節 避難及び立ち退き 

 １．避難及び立ち退きの指示 

法第 29 条の規定により水防管理者が避難のため立ち退きを指示する場合において

は、北海道知事（根室支庁長）及び中標津警察署長に通知するものとする。 

 ２．警察の避難の指示 

警察官は、水防管理者が避難のため立ち退きを指示することがてきないと認めると

き、又は水防管理者から要求があったときは、必要と認める地域の居住者・滞在者・

その他の者に対し、避難のため立ち退きを指示するものとする。 

警察官が立ち退きを指示する場合においては、水防管理者に通知するものとする。 
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第６節 非常輸送 
非常の場合の水防資機材、人員等の輸送は、標津町地域防災計画第４章第２節第８「輸

送計画」によるものとする。 

 

 

第７節 決壊通報 
水防に際し、堤防等の施設が決壊したときは、水防管理者、消防機関の長は直ちに次に

より通報するものとする。（法第 25 条） 

 

【堤防等の決壊通報系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）消防機関の長、消防団長は、水防管理者が現場に所在せず、緊急に通報する必要が

あると判断したときは、上記系統図に準じ通報を行うものとする。 

 

 

消防機関の長 

(根室北部消

防事務組合消

防長) 

水防管理者 

(標津町長) 

中標津警察署長 

釧路開発建設部 
釧路河川事務所長

釧路土木現業所 
中標津出張所長 

警察本部長 

北海道知事 

道警釧路 
 方面本部長

釧路開発 
  建設部長

釧路土木 
 現業所長 

北海道 
  開発局長

報道機関 

関係支庁長 

自衛隊 

根室支庁長 

一般住民 

隣接町長 
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第８節 水防標識及び立入検査証 

 １．水防標識 

法第 18 条の規定により北海道知事の定めた水防のために出動する車両、舟艇等の標

識は次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．資料収集のための職員等の身分証明書 

法第 49 条第１項に定める業務を行うための町の職員及び消防機関に属する者の身

分証明書は、次のとおりである。 

           表                    裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水防立入検査証 

 

所属 

    

役職 

 

氏 名 

 

平成  年  月  日 

 

水防管理者 

標津町長          印 

注   意 

 

１ 本書は、他人に貸与し若しくは

贈与し又は勝手に訂正しないこ

と。 

 

２ 本書は、身分を失ったときは直

ちに発行者に返還すること。 

 

３ 本書は、水防法第 49 条第２項

による立入票である。 

9cm 

6cm 

標
津
町 

 

標

津

町 
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第６章 公用負担及び公務災害補償 

第１節 公用負担 

 １．公用負担 

法第 28 条の規定により、公用負担命令を行うときは別記様式１による公用負担命令

票わ交付して行うものとする。 

(1) 水防のため必要があるときは、水防管理者、消防機関の長は、次の権限を行使す

ることができる。 

ア 必要な土地の一時使用 

イ 土石、木材、その他の資材の使用若しくは収用 

ウ 建設機械その他運搬具又は器具の使用 

エ 工作物その他障害物の処分 

(2) 公用負担の権限を行使する者は、その身分を示す証明書を、またこれ等の者の命

を受けた者は、別記様式２に定める委任を受けた証明書を携行し、関係人の請求が

あった場合は、これを提示しなければならない。 

(3) 公用負担の権限を行使する者は、別記様式１に定める証票を２通作成して、当該

権限を行使する場合その１通を目的物の所有者、管理者又はこれに準ずる者に交付

するものとする。 

 

別記様式１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （日本工業規格Ａ４） 

 

第     号 

公 用 負 担 命 令 票 

 

住 所 

氏 名 

 水防法第 28 条第１項の規定により、次のとおり公用負担を命ずる。 

１ 目的物 

（1）所在地 

（2）名 称 

（3）種 類 

（4）数 量 

２ 負担内容 

 （使用、収容、処分等について詳記すること） 

       年  月  日 

命令者 職 氏名 
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別記様式２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   縦９㎝ 横６㎝ 

 

 ２．損失補償 

水防管理団体は、公用負担の権限を行使することにより損失を受けた者に対し、法

第 28 条の規定により損失を補償しなければならない。 

 

 

第２節 公務災害補償 

 １．公務災害補償 

公務災害補償は法第 24 条の規定により水防に従事したことにより、死亡し、負傷し、

若しくは病気にかかり、又は障害の状態となったときは、法第 45 条の規定に基づき、

「北海道市町村消防災害補償等組合補償条例」（昭和 32 年２月 13 日条例第１号）の定

めるところにより補償しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第     号 

公 用 負 担 権 限 委 任 証 

 

住 所 

職 名 

氏 名 

 

 上記の者に  区域における水防法第28条第１項の権限行使について委任

したことを証明する。 

       年  月  日 

委任者 氏名 
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第７章 水防報告 

 １．水防報告 

水防管理者は、次に定める事態が発生したときは、速やかに根室支庁に報告するも

のとする。（法第 47 条） 

(1) 水防団及び消防の機関を出動させたとき 

(2) 他の水防管理団体に応援を要求したとき 

(3) その他必要と認める事態が発生したとき 

 

 ２．水防活動実施報告 

水防管理団体は、水防活動が終結したときは、速やかに記録を整理するとともに、

別記様式３による水防活動実施報告を翌月５日までに支庁長に２部提出するものとす

る。 

 

別記様式３ 

水 防 活 動 実 施 報 告 書 

（市町村名          ） 

使用資材費 
区 分 

水防活動 

延 人 員 主 要 資 材 その他資材 計 
備 考 

水防管理団 

体分前回迄 

人 円 円 円  

  月 分      

累計      

（作成要領） 

 １ 「前回迄」欄は、前回報告分にかかる「累計」欄の数及び金額を記入すること。 

  ２ 「主要資材」欄は、土のう、シート、ロープ、生木、丸田、くい、板類、鉄線、

釘、かすがい、置石及び土砂の使用額を記入すること。 

  ３ 「その他資材」欄は、主要資材以外の資材の使用額を記入すること。 
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第８章 水防訓練 

 
水防管理者は、水防団及び消防機関の職員並びに団員に対し、随時水防工法についての

技能を習得せしめるとともに、法第 35 条に定めるところにより、毎年１回以上水防訓練を

実施するものとする。 
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